
リコール届出日 ： 平成29年5月30日

4050

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車

の台数
備       考

リコール届出番号

（*部分はチェック文字と呼び、任意のアルファベットを刻印する。）

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

事故の有無12件

・ 使用者                   ：ダイレクトメール若しくは電話で通知する。
・ 自動車分解整備業者：使用者の全てを把握しているので、周知させるため
                                の措置はとらない。
・ 改善実施済み車両には、キャブ後面ガラス左下若しくは左支柱下に、
   No.4050のステッカーを貼付し、改善措置完了後の該当油圧ホースの目視できる位
置にマーカーペンで丸印をつける。

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

届出者の氏名又は名称

リコール開始日

販売店からの情報による。

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

キャタピラー YDM-YKLL 「903C2」 93台

平成28年9月6日～平成29年1月31日

175台

「901C2」

CAT0901C*YKY00933～CAT0901C*YKY01196

264台

CAT0902C*YKT00602～CAT0902C*YKT00776

平成29年6月1日

不具合件数

発見の動機

リコール対象車の車台番号（シリアル番号）の
範囲及び製作期間

全車両、油圧ホースのねじれを解き、シール交換を含め再度適正トルクで組み付ける。

問合わせ先 ：
キャタピラージャパン合同会社
小型製品事業部
TEL：０４２（７６４）８６７３

ショベル・ローダのかじ取り用シリンダ操作ポンプにおいて、当該ポンプに接続している
油圧ホースがねじられて取り付けられているため、油圧が掛かるとホースに戻る力が
働き、接続部が緩むことがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、作動油
が漏れ、最悪の場合、操舵不能となるおそれがある。

キャタピラージャパン合同会社
代表社員ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾂ社
職務執行者　　前畑　秀和

不具合の部位（部品名）

（計3 型式） （計3車種）
（製作期間の全体の範囲）

キャタピラー

かじ取装置(動力伝達油圧ホース)

532台
平成28年9月6日～平成29年1月31日

YDM-YKTL

平成28年9月6日～平成29年1月30日

YKYL

「902C2」

改善措置の内容

（*部分はチェック文字と呼び、任意のアルファベットを刻印する。）

キャタピラー

平成28年9月12日～平成29年1月31日

CAT0903C*YKL00375～CAT0903C*YKL00467

（*部分はチェック文字と呼び、任意のアルファベットを刻印する。）

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp

連絡先：国土交通省 自動車局 審査・リコール課
リコール監理室

電話番号：０３－５２５３－８１１１ 内線：４２３５４
国土交通省 ホームページアドレス ： http://www.mlit.go.jp


